
内容

■指針の紹介

「再生可能エネルギーを活用した地域活性化の手引き

　～森林資源と山村地域のつながりの再生をめざして～」

■事例報告（順序、タイトルは仮）

　・北海道下川町「一の橋ビレジ集住化と木質エネルギー活用による集落再興」　

　・岩手県紫波町「紫波オガールタウンでの地域熱供給事業と森林再生」

　・岡山県真庭市「発電、熱利用、小さな里山資本主義」

　・徳島県三好市「高効率薪ボイラーによる小規模熱利用の一斉転換による効果」

■ディスカッション

　事例報告者４名

　熊崎　実氏（木質バイオマスエネルギー利用推進協議会 会長）

　渋澤寿一氏（NPO法人樹木・環境ネットワーク協会 理事長）

　宮林茂幸　（東京農業大学 地域環境科学部 教授）

＊終了後、学内にて情報交換会を行います(会費制)。

主催：東京農業大学　農山村支援センター　 林野庁補助事業 平成26年度 森林資源総合利用指針策定事業

澁澤寿一氏 宮林茂幸熊崎　実氏

　本来多面的機能を有する我が国の森林は、近年、利用の低下・整備の遅れ等によりその機能を充分に発揮できない状況が増

えています。一方、森林や山村文化の担い手である山村地域は、過疎高齢化等の問題を抱え、地域の維持・活性化が焦眉の課

題となっています。このような中、再生可能エネルギーへの社会的関心の高まりを受け、林地残材等のエネルギー利用を一つ

のきっかけとして、森林資源を持続可能な形で活用し、地域の新たな産業・なりわい・暮らしの構築やコミュニティの再生に

結びつける方法が模索されています。

　本セミナーでは、実際に取組む地域から事例報告をいただき、取組みに際しての課題と解決方法、木質バイオマス利用を地

域づくりにつなげるポイント等について意見交換を行います。また、農山村支援センターが２年間の現地調査等を経て作成し

た「再生可能エネルギーを活用した地域活性化の手引き」を紹介し、山村の地域づくり推進に向け情報共有を図ります。
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た「再生可能エネルギーを活用した地域活性化の手引き」を紹介し、山村の地域づくり推進に向け情報共有を図ります。
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■お申込み・お問合わせ
「山村振興セミナー申込み」として
①お名前 ②ご所属 ③連絡先(メールかFAX)
④情報交換会(参加・不参加・未定)を
メールまたはFAXにて下記までご連絡下さい。
締切２月27日(金)。
東京農業大学 農山村支援センター
〒156-8502　東京都世田谷区桜丘1-1-1
MAIL:2015@nousanson.jp
TEL:03-5477-2678　FAX:03-5477-2609

■会場
東京農業大学 世田谷キャンパス　
アカデミアセンター　横井講堂
小田急線 経堂駅／千歳船橋駅より徒歩15分
渋谷駅よりバス30分（渋23／渋24｢農大前｣下車）

北海道下川町
森林を「町の資本」「生業の糧」と位置づけ、循環型森林経営を60年
かけて確立してきた下川町。全国に先駆けて平成16年度から木質バイ
オマスのエネルギー利用に取り組んでいます。平成22年度からは、中
心市街地から離れた過疎集落で、集住化と木質バイオマスエネルギー
の活用による地域熱供給を実施するとともに、余剰熱を活用した新産
業の創出や、地域おこし協力隊を導入した定住促進、コミュニティビ
ジネスの創出に取り組んでいます。集落内で新たな仕事と雇用が生ま
れ、新生児が３年連続で出生するなど効果が表れ始めています。過疎
山村集落の自立と再生を図るパイロットモデルと位置づけて取組む、
下川町の事業について紹介いただきます。

徳島県三好市
急峻な山々と渓谷が連なる徳島県三好市。戦後植林された森林が伐期
を迎える中、搬出経費がかさむため手入れ不足が目立ってきた森林を
活用を軸に整備推進するため、低質材のエネルギー利用に着目。資源
としての経済価値を生むため、市では５つの公共温泉に計15台の高効
率薪ボイラーを平成25年度に一斉導入しました。供給主体は、素材生
産から木材加工・製品づくりまでを手がける地域の林業会社です。薪
を選んだ理由、供給体制の構築、地域の林業振興との関わり、温泉施
設側での経済効果等、新たな薪ボイラープロジェクトについて紹介い
ただきます。

岩手県紫波町
平成12年から循環型まちづくりに取り組んできた紫波町。「森林資源
の循環」の一つの形として、紫波中央駅前エリアでの地域熱供給事業
を企画。民間企業と連携し、エリア内に設置した「エネルギーステー
ション」の木質バイオマスボイラーから熱を一括供給。一般世帯やテ
ナント事業者を対象に「熱を売る」新たなビジネスモデルを構築して
います。また、松枯れが蔓延した森林を再生すべく被害木を燃料とし
て活用するとともに、里山林の整備を農林家・非農林家を含む市民参
加型で推進しています。集約化しにくい小規模里山林が多い地域で、
木質バイオマスの利用面と供給面の双方で新たな仕組みづくりを進め
る取り組みについて紹介いただきます。

岡山県真庭市
中国山地の中程に位置する木材集積地、真庭市。木質バイオマス活用
の先進地として知られますが、その取組は、平成５年、地域の若手経
営者が集まり地域の将来を考える「21世紀の真庭塾」から始まりまし
た。製材所の廃棄物利用から始まった木質バイオマス利用は、木質新
製品の開発、市役所等各施設への木質バイオマスボイラー導入、未利
用材の集積システムへと発展。現在、地域を挙げて取組む木質バイオ
マス発電事業が稼働を迎えるなか、里山に囲まれた公共温泉に薪ボイ
ラーを導入するなど熱利用も併行して推進しています。こうした柔軟
な取組の背景には、関係主体の徹底的な話合いとビジョンの共有、ノ
ウハウの蓄積、官民一体の推進体制等があります。自分達の地域の将
来は自分達で創る―真庭市の取組を紹介いただきます。
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  【情報交換会】

 18:00～19:30
 於：学内食堂
 会費：2,000円

 軽飲食あります。
 関係者とのネット
 ワークづくりに、
 是非ご参加下さい。




